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 拝
啓
 
陽

春
の

候
、
皆

様
に

は
益

々
ご

繁
栄

の
こ

と
と

お
喜

び
申

し
上

げ
ま

す
。

平
素

は
格

別
の

ご
高

配
を

賜
り

、
厚

く
お

礼
申

し
上

げ
ま

す
。
 

さ
て

当
社

は
以

前
 
菅

原
神

社
と

称
し

、
明

治
四

十
二

年
四

月

二
十

六
日
 
八

坂
神

社
・

厳
島

神
社

・
春

日
神

社
を

、
同

年
十

一

月
九

日
 
天

一
神

社
を

合
祀

し
ま

し
た

。
そ

の
後

、
明

治
四

十
三

年
四

月
二

十
六

日
に

現
在

の
忠

岡
神

社
に

社
名

を
改

称
、

主
祭

神
 
菅

原
道

真
公

 
他

八
柱

の
大

神
を

奉
斎

し
、

現
在

に
至

っ
て

お
り

ま
す

。
 

つ
き

ま
し

て
は

、
当

社
ゆ

か
り

の
四

月
二

十
六

日
は

春
季

大

祭
に

相
当

し
、

左
記

要
項

に
て

忠
岡

町
並

び
に

氏
子

崇
敬

者
の

弥
栄

・
安

全
を

祈
願

す
る

、
安

全
祈

願
祭

を
斎

行
致

し
ま

す
。

何
か

と
御

多
忙

の
事

と
存

じ
ま

す
が

、
是

非
御

参
拝

下
さ

い
。
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日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
敬

具
  

忠
岡

神
社
 
宮

司
 
岡

澤
 
道

彦
 

 

記
 

日
 
時

 
四
月

二
十
六

日
 

午
前
十

時
半
 

受
付
開

始
 

午
前
十

一
時
 

祭
典
開

始
（

祭
典
時

間
 約

五
十

分
）
 

 
場
 

所
 
忠

岡
神
社

 

  

初
穂

料
を
お
納

め
の方

（事
業
所

）に
は
、お

下
が
り
（御

神
札

な
ど
）を

授
与

いた
し
ま
す
。 

 

初
穂
料
（
お
供
え
）の

受
付
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
日
受
付
の
他
に
、
四
月
十
五
日
ご
ろ
よ

り

当
神

社
社

務
所

に
て
、
事

前
受

付
（
受

付
時

間
 
午

前
九

時
か
ら

午
後

四
時

）
を

致
し

て
お

り

ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
ま
し
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
 


